
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時： 2018 年 11 月 21 日（水） 13 時 30 分～17 時 15 分 

場所： 東工大蔵前会館 3F 手島精一記念会議室 

   東京都目黒区大岡山 2-12-1（東急大井町線・目黒線大岡山駅前） 

参加費：2,000 円（資料代を含む、学生は無料） 

主催： NPO 未来アジア技術フォーラム（TeFFA） 

共催： ノーベル･サステイナビリティー･トラスト 

    未来技術研究会（FIE） 

プログラム 

13:30 開会挨拶  

  NPO 未来アジア技術フォーラム 加藤 廣 

13:35  基調講演 

    マイケル・ノーベル博士 

14:15 「自動車の電動化シフトと電池技術の動向」 

名古屋大学 客員教授 佐藤 登 

15:00～15:15 休憩 

15:15 「電動化と知能化が先導するインテリジェントモビリティー新時代」 

日産自動車株式会社 フェロー 久村春芳 

16:00 「全固体電池の実用化に向けた研究最前線」 

  東京工業大学 教授 菅野了次 ・ 助教 鈴木耕太 

16:45 パネルディスカッション「EV 開発における国際協力」 

17:15   閉会 

17:30～19:00  意見交換会（会費 3,000 円、東工大学生食堂にて） 

 

参加申し込み先: teffareg@ybb.ne.jp （11/14(水) 締切り） 

（氏名、所属、e-mail ｱﾄﾞﾚｽ、意見交換会への参加/不参加をご連絡ください。） 

 第７回マイケル・ノーベル 
サステイナビリティー・テクノロジー・シンポジウム 

「持続可能な社会に貢献する電気自動車と電池」 

http://nobelsustainability.org/
mailto:teffareg@ybb.ne.jp

